
 

実世界情報システムプロジェクト 平成 16 年度業績一覧 
 

 

目次 

 

１．研究発表 

  １－１. 国際誌掲載論文 

  １－２．国内誌掲載論文 

  １－３．国際会議発表 

  １－４．国内会議発表 

  １－５．招待講演 

２．書籍 

３．受賞 

４．特許 

５．論文誌エディター 

６．会議の主催 

７．プログラム委員 

８．新聞掲載 

９．その他 

 

 
 
１.研究発表 
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folding, ACM Trans. Graphcis, 23, 3, 259-263, 2004. 
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10, 802-804, 20041905/6/26解説. 
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科領域の先端医療 脳-コンピューターインターフェイス, 神経研究の進歩, 48, 6, 872-882, 2004/12/1. 
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[35]   稲田 大輔, 倉持 基, N. P. Chandrasiri, 苗村 健, 原島 博, 顔の向きに依存しない人物同定システム, 日本顔学



 

会誌, 4, 1, 89-94, 2004. 
[36]   筧 康明, 苗村 健, through the looking glass, 芸術科学会論文誌, 3, 3, 185-188, 2004. 
[37]   鈴木隆文, 神経接続技術の現状と未来, 計測と制御, 43, 1, 15-20, 2004解説. 
[38]   鈴木隆文, 國本雅也, 満渕邦彦, 感覚神経刺激による人工触圧覚生成, BME, 18, 4, 29-35, 2004解説. 
[39]   上野敏幸, 樋口俊郎, 磁歪材料と圧電材料の積層を用いた磁気力制御素子の静特性, 電気学会論文誌 A（基礎・材
料・共通部門）, 124, 5, 435-440, 2004. 
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[42]   西迫貴志, 鳥居徹, 樋口俊郎, マイクロフルイディクスを利用した単分散二色ポリマー微粒子の生成, 高分子加工, 
53, 9, 16-21, 2004解説. 

[43]   上野敏幸, 樋口俊郎, 磁歪材料と圧電材料の積層を用いた磁束制御の動特性評価, 電気学会論文誌 A（基礎・材料・
共通部門）, 124, 11, 1041-1046, 2004. 

[44]   山本晃生, 石井利樹, 樋口俊郎, 摩擦力制御を用いた静電皮膚感覚ディスプレイ, 計測自動制御学会論文集, 40, 
11, 1132-1139, 2004. 

[45]   小谷潔, 古川健太, 高増潔, 嚥下の心拍変動に与える影響の呼吸位相領域における解析, 生体医工学, 42（2）, 42, 
2, 61-65, 2004. 

[46]   高増潔, 下嶋賢, 古谷涼秋, 佐藤理, 座標測定機のアーティファクト校正（第 2報）－冗長座標測定機の自己校正
－, 精密工学会誌, 70（5）Journal of the Japan Society for Precision Engineering, 70, 5, 711-715, 2004. 

[47]   佐藤理, 高増潔, 無類井格, Gheorghe Olea, パラレルメカニズムを用いたマイクロフライス盤の開発（第 1報, 設
計パラメータの決定と試作機の製作）, 設計工学, 39（4）, 39, 4, 175-181, 2004. 

[48]   高瀬省徳, 大西徹, 高増潔, 計測標準高度化に関する研究（概要）, 技研所報, 40（3）, 40, 3, 17-23, 2004. 
[49]   三好隆志, 高増潔, 高偉, 知的ナノ計測研究分科会 ナノスケールの知的計測の確立を目指して, 精密工学会誌, 
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